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-

今
日
、
.現
実
の
経
済
が
提
起
し
て
い
る
諸
問
題
へ
.の
実
際
的
な
ア
ブ口：：

I

チ
と
し
て
と
り
上
げ
6:
れ
：て
い
る
経
済
理
論
の
I

と
り
わ
け
、.

一
 

般
的
な
均
衡
を
前
提
^
す
る
理
論
の——

体
系
に
お
い
て
は
、
生
産
函
数
の
概
念
が
、
最
も
基
本
.的
な
役
割
.を
果
た
し
て
い
る
。
理
論
の
発
展
の 

現
段
階
に
お
.

S

て
.は
.、：.：生
産
函
数
が
経
済
モ
デ
ル
の
中
で
東
た
す
役
割
は
、
少
な
く
と
も
次
の
五
つ
の
観
点
か
ら
強
調
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
^

.三

.

V

ニ

農

業(

粗
収
益)

生
産
函
数
の
特
定
化
.
 

三

.
三
基
礎
資
料
と
変
数

(

投
入
要
素)

の
選
択 

三
•四
標
本
の
性
質 

第
四
章
計
測
結
果

 

.

四

，一

,
第
一
次
計
測

四
*
一
 

第
二
次
計
測
：
ハ
地
域
差
指
数
の
導
入)

四
•
三
地
域
差
指
数
の
吟
味 

■■
四
•四
残
さ
れ
た
問
題

経済発展モデル

パ
：

：
：

•
所
与
の
資
源
か
ら
得
ら
れ
る
0
&
1
>
&
を
い
か
：に
.し
て
増
大
さ
せ
る
か
、：.そ
0
条
件
を
明
ら
か
に
す
る
問
題
は
、
古
典
派
以
来
の
経
済
学
に
課 

せ
ら
れ
.た
最
も
古
く
、
.最
も
：新
じ
い
課
題
で
あ
る
。
今
日
で
は
、
い
わ
ゆ
る
低
開
発
国
援
助
；の
：効
率
の
問
題
に
関
係
し
て
、
こ
の
問
題
が
、
経
済 

発

展(Economic development)

の
テ
ー
マ
で
あ
ら
た
め
て
ク
ロ
|
ズ

‘
ア
ッ
プ
さ
れ
て
来
て
い
.る
。

.•

何
を
%;
っ
て
瘙
済
発
展
と
す
る
か
に
，っ
.い
：て
、
多
少
の
立
場
の
相
違
は
あ
る
に
せ
よ
、
基
本
的
に
は
、
工
業
化
の
進
展
と
そ
れ
に
伴
う
他
の
諸

: 

. 

.

 

- 

-

部
門
の
経
済
事
情
の
好
転
を
指
し
て「

発
展」

.と
す
る
の
が
、
現
代
的
な
意
味
で
の
発
展
：の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
.众
経
済
モ
デ
ル
で
は
、
先 

進
的
部
門
.

(

工
業
部
門)

.お
よ
び
後
進
的
部
門(

農
業
部
門)

.

の
財
お
よ
び
労
働
の
投
入
.
産
出
関
係
の
性
質
.を
具
体
的
に
知
る
：こ
.と
が
不
可
欠
の
条

件
で
：あ
る
。
.
:こ
こ
に
報
告
す
る
我
が
国
農
-«
の
生
産
函
数
の
計
測
と
；こ
の
問
題
と
の
関
係
は
次
章
以
下
に
詳
述
ず
る
の
で
、
詳
し
く
は
そ
の
際
に

.
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■
.'
部
門
連
関
分
析：

‘

.

/

,
体
系
の
全
領
域
に
わ
た
0

て
、

全
般
的
な
相
互
後
存
0
関
係
.と
共
変
運
動
が
お
る
：こ
と
が
；無
視
で
き
.な
い
時
，
.こ
.れ
を
ど
の
よ
う
に

あ
つ
か
う

.

. 

• 

. 

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

. 
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.

.

.

.

.

.

. 

.

. 

.

か
は
、
経
済
学
の
み
な
ら
ず
、
全
て
の
料
学
が
#

«
す
る
非
常
に
大
き
な
困
«
で
：あ
る
。'
瘙
済
の
ー
般
均
衡
を
あ
つ
.か
う
理
論
の
フ
レ
ー
ム
ヮ
ー

.

.
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. 

. 

.

ク
は
、

ヮ
ル
ラ
ス
、

ジ
エ
ヴ
オ
ン
ズ
、

メ
ン
ガ
ー
等
の
先
駆
的
業
績
に
：よ
っ
て
は
じ
め
て
明
ら
：か
と
な
り
、.
ゥ
ィ
ク
ネ
テ
ィ
ー
ド
、
パ
レ
I
ト 

:を
も
食
め
.て
：彼

等

の11
1
典
的
な
体
系
に
.お
い
.て
は
、
,'
1
般
的
な
生
產
主
体
の
生
^
函
数
の
概
念
が
重
要
な
用
具
と
な
っ
'て
い
た
。
.現
実

へ

の

.適

用

，
と

い

ヶ

観

点

か

ら

、
.理
論

的

な

意

味.で
の
一
：
.般
均

衡

、の

体

系
.と
統
計
的
に
確
認
き
れ
る
泰
実
関
係
と
の
統
合
を
は
か
っ
た
、
-レ
オ
ン
テ
ィ
エ
フ
の

-

-
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/0
表
分
析
の
偉
大
な
：功
績
は
ぐ
今
日
我
.々
が
手
に
し
，て
い
.る
.
.一
般
均
衡
の
最
も
有
効
な
体
系
で
あ
る
。
/0
表
分
析
.は
、
産
業
間(Inter-industry)

,

.. 

,
..
 

•
 

' 

•
 

I
 

...
 

.

•地
域
間
.(Inter-regional)

あ
る
い
は
国
際
間(Inter.national)

の
財
の
交
流
の
.規
模
と
そ
れ
に
伴
.う
相
対
価
格
の
様
相
を
一
般
均
衡
的
に
決
定
し

よ
う
と
ず
る
が
、」

そ
の
基
礎
と
な
.っ
て
'い
る
の
は
生
産
係
数(

写

1̂
1̂
1
0
1
1§
£
&2,
6
1
1じ
ま
た
.は
技
術
係
数(technical 

coef&cient).

で
あ
る
。
従

.
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来
こ
の
係
数
は
^
贫
け
f

表
か
ら
叫
と
し
て
算
出
さ
れ
て
来
た
.が
、.
最
近
の
レ
ォ
ン
テ
イH

フ
、

フ
ォ
ッ
ク
ス
、

.

へ
デ
イ
、
，
デ
イ
等
の
0T

X

:

表
分
析
に
.お
け
る)

：

A

沒c
u
l
t
i
l
.
c
b
m

答x

へsector:.:

の
：と
:̂
赵
つ
か
：い
；0

代
替
の
.弾
ガ

性

が

：》

ゼ
：
ロ

の

生

産

函

数

曲

面

の

'計

測

を 

要

求
;1
>
:て
：：い

る:0
.代
替

め

弾

功»
が

;'
/
ン
^

よ

っ

て

固

矩

係

数

の

生

産

函

数

に

：変
換
す
る
こ
上
に
ー
よ
ー
っ

”て
投

入

係

数

の

コ

：
ラ

:̂
べ
ク
ト
；ル
を
得
^

'
f
j

と
を
提
唱
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
部 

門
が
他
I

門
1

方
_

|

な
レ
と
い
ぅ
事
寒
の
為
に
正
当
化
^
れ
て
お
り
、
ま
た
こ
の
方
法
.を
と
名
こ
^
に
'よ
：っ
て
、
.相
対
価
格
の
変
化
と
資
源
ス
ト
ッ
ク
の
変
化
、
あ
る 

い
.は
部
門
内
に
含
ま
れ
る
生
産
主
体
が
持
つ
生
産
函
数
の
.形
や

混

合

比

率.の
：変

化

に

応

じ

て

、

吵

な

ぐ

，と

.

.も
該
部
門
の

.r
タ
テ
ィ
ビ
テ
ィ
会
い 

か
え
れ
ば
役
入
係
数T

ク
.
.卜ル)

の
.変
化
を
内
生
的
.に
1/
0
表
の
中
.：に
導

入

で

き

る

と

：
い
ぅ

.利
点

が

；あ

る

。

そ

れ

故

、

.：

P

表
分
析
の
一
投
均
衡
図
式
に
お 

い
て
：
^
:;
'
.再

び
::
'
:
い

わ

ゆ

る

c
u
r
v
i
l
i
n
e
a
r

の
生
產
函
数
曲
面
の
計
測
が
、(

特
に
農
業
部
門
に
関
し
；て)

要
請
さ
れ
る
に
至

っ

て

^

^

。
筆
者
は
、

こ
.の
問
題
に
つ
い
て
は
そ
の
理
論
的
.な
意
義
と
実
証
的
な
分
析
に
つ
い
て
稿
を
改
め
て
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
立
ち
.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

入
つ
て
書
く
こ
と
を
省
略
す
る
？
.：
.ス

^̂ 

' 

“
V

ぐ

■

.

'

:

■

:

,

.. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 
•

-

 

,

 

.....

ポ
ス
.ト

*
ヶ
イX

ジ
ア
ン
が
行
な
っ
て
来
た
い
わ
ゆ
る
エ
コ

ノ

メ

ト

リ

ッ

ク

• ：，

モ
デ
ル
も
ま
た
、，
あ
る
意
味
で
一
' 般
的
な
均
衡
を
前
提
と
し
て

お
り
、
' か
つ
‘現
寒
へ：

の
r
プ
リ
：力
ビ
.リ
.テ
イ
.を
意
図
し
て
い
る
が
、
.こ
：.れ
ら
.に
お
.い
て
生
産
函
数
が
不
可
欠
で
.あ
っ
た
こ
と
は
い
ぅ
ま
で
も
な

V 

- 

. 

.. 

. 

一
 

.
：
-
.
:
.
.
:
'

賃
金

•
雇

用

分

析

'
:
.

........
 

-

 

-

賃
金

•
雇
用
の
問
題
、.
特
に
賃
金
格
差
.の
問
題
は
、
第
一
項
に
述
べ
た
経
済
発
展
.
.

(
工
業
化
.の
.進
行)

：
の

過

程

セ

各

部

門

間

(

又
は
階
層
間)

に
見

ら
れ
る
大
き
な
問
題
の
一
：つ
で
あ
る
。r賃
金
格
差
を
生
ぜ
し
め
て
い
る
要
因
を
明
ら
が
に
す
§
J
と
.

が
.一' つ
の
テ
ー

マ
.と
し
：て
経
済
分
析
に
課
せ

ら
れ
.て
：
い
：る
。
；
こ
S

ム
ロ
、
均
衡
論
的
ア
ブ
ロ
ー
チ
の
基
本
的
用
具
は
、
旁
働
供
給
主
体
の
.供
給
ス
ケ
ジ
■ュ
I

ル
と
、
需
要
主
本
の
需
要
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル

で
あ
る
。
労
働
供
給
の
ろ
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
.供
給
主
体
を
家
計
と
し
：て
：と
ら
え
る
模
型
：に
ょ
0
て
与
え
ら
れ
る
が
、
農
家
家
計
か
ら
の
労 

働
供
給
の
場
合
に
は
、'
こ
の
主
体
均
衡
の
図
式
の
.基
礎
を
な
す
の
が
、
農
業
の
生
産
力
曲
線
で
あ
る
。：
本
稿
が
あ
つ
か
う
の
は
、；
ま
さ
に
、
こ
の 

意
味
で
の
生
産
函
数
で
あ
る
。
こ
の
こ
.と
は
、
'す
ぐ
前
に
述
べ
た
経
済
発
展
へ
モ
デ
ル
の
中
で
も
重
要
な
意
味
を
持
マ
て
居
り
、
両
者
の
関
係
は
第 

ニ 5

早
で
'詳
述
す
る
。

労
働
需
要
主
体
の
均
衡
模
型
：に
と
.っ
て
相
、
限
界
生
產
力
説
の
命
題
が
今
日
、
主
た
る
ア
ブ
ロ
ー
チ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
需
要
主
体
の 

生
産
カ
曲
線
の
形
が
決
定
的
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
。

/

■:
需
要
分
析
'
:
、

■既
に
前
項
.で
述
べ
た
こ
と
が
ら
と
重
複
す
る
け
れ
ど
も
、：
各
生
産
主
体
の
ゲ
ィ
シ
極
大
化
行
動
の
結
果
と
し
て
財(

資
源)

に
対
す
る
需
要
の
パ 

タ
I
ン
は
ど

の
'よ
う
な
も
の
と
な
る
が
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。«rost 

m
a
x
i
m
i
z
a
t
i
o
n

あ
る
い
は
0
0
# minimization

の
経
済
模 

型
に
お
い
て
は
、
特
定
化
さ
れ
た
生
產
函
数
が
基
本
的
制
約
条
件
と
な
る
こ
と
は
云
う
：ま
，
で
も
な
い
:0
'
：
.

供
給
分
析
：
V

:

彳
ノ.

同
様
の
理
由
で
、
生
産
物
の
供
給
曲
線
の
形
も
ま
た
、
生
產
函
数
€.
.形
に
依
存
し
て
い
る
。
:

.:

:

部
分
1を
な
す
も
0
と
し
て
位
置
づ
け
.ち
れ
る
。
と
同
時
に
、
第
三
項
.で
述
べ
た
労
働
供
給
：の
.ス
：ヶ
ジ
ュ
ー
ル
の
計
測
の
基
礎
を
：な
す
も
の
と
し
て 

計
測
さ
れ
て
い
る
.。
次
章
で
こ
の
ど
と
を
少
し
く
詳
細
に
検
討
し
ょ
う
:0
./
入

^̂̂

:
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国
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叱
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け
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生
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函
数
，の
計
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第

二

章

.
農
業
生
産
函
数
計
測
の
意
義

'
 

. 

-

、
 

' 

:
 

•
.

一
 

...
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:

.
 

:
 

-

 

,
 

...... 

^
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へ
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■
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V 

,

-

.
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■

■

•

 

■

'

.'
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'

.
'

J
T

.
古
典
派
の
経
済
学
に
：お
け
る
経
済
発
展
.の
理
論
で
は
、
総
計
量
と
し
て
：の
経
済
主
体
の
.生
産
の
効
率
、
資
源
利
用
の
効
率
を
高
め
る
条
件
を
見 

出
す
た
め
に
、
陽
表
的
に
せ
ょ
陰
伏
的
に
せ
ょ
、
生
産
面
数
の
概
念
が
基
本
的
な
役
割
を
演
じ
て
い
：た
。
.
シ
ュ
A
ベ
ー
タ
ー
は
、
す
.で
に
チ
ュ
ル 

ゴ
ー
に
お
い
て
、
收
獲
通
減
..の
法
則
を
述
べ
る
.た
め
に
生
産
函
数
.の
概
念
が
用
い
'ら
.れ
て
：い
た

--
^
を
指
摘
し
て
い
V

経
済
成
長
と
経
済
発
展 

に
関
す
る
、:'
ス
、、、
ス
、
リ
ヵ
ー
ド
、

.

マ
ル
ク
ス
、
シ
ュ
ム
。へ
ー
タ
ー
等
の
理
論
の
フ
レ
ー
ム
ヮ
.丨
ク
の
基
礎
に
は
、
や
は
り
，
.生
産
函
数
の
概
念

(

注
.4

) 

'

ベ
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
'彼
等
に
'お
い
.て
は
、：.
.
.
労
働
と
資
本
.の
投
入
に
対
し
て
収
穫
が
遍
減
的
で
あ
る
か
通
增
的
で
あ
る
か
と
い
.ぅ
こ
と
と
、
.人
口

増
加
の
速
度
と
の
相
対
関
係
が
資
本
蓄
積
.芸
い
換
え
れ
ば
経
済
発
展)

.を
規
制
，1>
て
い
：た
の
で
.あ
.っ
た
。：

•
 

■■■■■■

農
業
の
生
產
函
数
に
限
^
て
异
え
ば
ノ
ス
ミ
气
リ
ヵ
丨
-ド
で
マ
ル
サ
ス
等
が
散
文
的
に
述
べ
た
古
典
派
の
命
題
は
次
の
ー
一
点
に
要
約
さ
れ
る
。

.「

特
定
の
へi

n
p
u
t

だ
け
が
特
に
多
量
に
土
地
に
投
入
.さ
れ
た
場
合
、
そ
の
生
産
性
は
通
減
的
と
な
り
、
他
の
一
定
比
率
のi

n
p
u
t

に
つ
い
て 

は constant return to scale 

と
な
る
。」

ノ
ー

.
- 

一

:

. 

. 

' 

-

. 

,

「

貧
困
な
土
地(nutrient

が
不
足
し
て
い
る
土
地)

.に
肥
料
が
追
加
.さ
.れ
る
と
、
労
働
と
資
本
に
関
す
るincreasing return

が
可
能
'に
な
る
。j 

農
業
の
生
産
函
数
に
は
じ
め
て

具
体
的
な
形
を
与
え
た
の
は

、
.

ヴ

ィク
セ
ル
で
あ
っ

た
。
ヴ

ィ
ク

セ
ル
は
一
国
全
体
の
生
産
函
数
に
つ
い
て
は

-
 

:

.

:

 

■

- 

、よ
5) 
■

一'次
同
次
性
を
仮
定
し
な
か
っ
た
が
、
農
業
.の
生
産
函
数
に
つ
い
て
は
、
は

0
き
り
と
一
次
同
次
性
を
仮
定
し
た
。
彼
は
、

一
次
同
次
の
仮
定
.に

' 

: 

• 

■
 

■
 

•

加
え
て
土
地
を
固
矩
し
た
時
に
、
他
の
フ
ァ
ダ
タ
ー
に
関
し
てdiminishing r

e
t
u
r
n

に
な
：る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
.こ
の
こ
と
は
、
前
記
古
典
派 

の
命
題
と
矛
盾
せ
ず
、じ
か
1
特
定
化
さ
れ
た
生
產
函
数
で
ぁ
る
が
故
に
経
済
発
展
の
古
典
派
的
な
規
制
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
ぁ
っ
た
。

..

古
興
派
の
経
済
発
展
理
論
に
お
け
る
生
産
函
数
が
、
単
に
産
業
が
収
穫
通
増
的
.な
性
質
を
持
つ
か
、
：収
穫
通
減
的
な
性
質
を
持
つ
か
を
示
す
も 

の
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
工
業
化(industrialization) ：

の
進
行
を
も
っ
て
経
済
発
展
と
す
る
現
代
的
意
味
で
の
経
済
発
展
モ
デ
ル
で
は
、
少
な
く 

と
も
ニ
づ
の
意
味
で
そ
0
具
体
的
計
測
が
望
ま
れ
る
。
':
 ̂

ノ 

.

第

I

£

，
エ
翁
化
と
い
う
概
|

亦
し
て
い
る
ょ
う
に
、
' 非
エ
業
部
門
か
ら
：工
業
部
門
へ
の
労
働
力
の
移
行
が
前
提
と
.な
：
っ
て
：お

り

、
.
.
こ
め 

移
行
.の
速
度
を
規
制
す
る
も
.の
と
.し
て
農
業
部
門
の
生
産
カ
曲
線
の
形
が
：太
き
な
意
義
を
持
.°で
い
.る
。
.'
'

:
:
.
.
:
.
.

......

.
 

V
 

-'
 
-

 
^
 

' 
••

 

• 

'

 

..
 

•

第
一
一
に
、

古

典

派
_
光
洗
展
::
|
|拡
围
の
考
え
方
に
加
え
.て
、
工
業
化
の
進
展
.ば
、
' 資
本
，
労
働
比
率
の
変
化
、
.云
い
か
え
れ
ば
採
用
さ
れ
る
生 

産
函
数
の
変
化
轻
撕
革
新
ソ
办
カ
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
^
む
し
ろ
^
技
術
革
新
に
ょ
る
エ
業
部
門
の
拡
太
こ
そ
現
代
的
意
味
に
お
け
る 

発
展
問
題
の
«
心
で
さ
え
あ
る
。
そ
れ
故
、〉

エ
業
部
朽
の
生
產
函
数
の
形
を
具
体
的
に
把
え
る
：こ
と
が
必
須
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
。

• 

:  

V 

r

.
': 

:  -  

. 
了：
.

■

V 

, 

.

.

■
'.
■

■

,

へ，.

■
一
 ■

■

- 

'
 

.
(

注 6)

こ
の
こ
と
を
非
常
に
明
瞭
に
示
し
て
い
る
例
士
し
て
、
こ
こ
で
は
、

ル
ィ
ス
、
ラ
ニ
ス
、
フ
ェ
ィ
等
の
経
済
発
展
の
：モ
デ
ル
の
大
要
を
見
ょ
う
。

■
彼
等
の
モ
デ
ル
で
は
、
工
業
部
門
と
非
エ
»
豸
門

S
業
部
G

の
一
一
部
門
の
間
の
勞
働
カ
人

.ロ

.の
重
心
：の
.移
動
速
度
が
、
経
済
発
展
の
速
度
と 

さ
れ
て
い
る
0

も
し
こ
の
速
度
が
人
口
の
増
加
速
度
を
上
ま
わ
.っ
て
.居
れ
ば
、
.発
展
：：(developing)

の
状
態
に
あ
る
と
し
、

等
し
け
れ
ば
停
滞

(stable)

の
状
態
.で
あ
り
、：；逆
に
人
ロ
の
増
加
速
度
を
7-
'
.
.
ま
わ
0
て
い
れ
ば
縮
退 

一(d
e
g
e
n
e
r
a
t
e
)

の
状
態
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

.

'

 

.

 

. 

...
 

.

_

〔

第
一
図〕

を
参
照
し
な
が
ら
彼
等
の
理
論
模
型
を
み
て
行
こ
う
。
：

'

今
、
工
業
！i

門
がconstant return to.scale

の
生
産
函
数
を
捧
っ
て
お
り
、
.(

図
の
6
、
0 2
曲
線)

、
こ
の
部
門
に
.対
す
る
他
部
門
か
ら
の
：労 

働
供
給
曲
線
が
制
度
的
な
理
由
で
低
く
固
定
さ
れ
た
賃
金
率(

図
の
^

直
線)

で
与
え
ら
れ
、
エ
業
部
門
の
資
本
蓄
積
率
と
'労
働
需
要
ス
ヶ
ジ
ュ

ー 

ル

(

図
の
I
、
n
曲
線)

.が
所
与
で
あ
れ
ば
、
技
術
変
化
が
起
き
な
い
限
り
、
工
業
部
門
の
成
長
は
資
本
蓄
積
速
度
の
.み
に
依
存
し
、'
こ
れ
と
比
例

的
に
拡
張
す
る
の
■み
で
あ
る
。
.図
で
生
産
函
数
の
コ
ン
.ト
ゥ
ァ
ー(

6
、6

)

と
.，
'限
界
生
産
力
曲
線(

I
、
n
>
.が
与
え
ら
れ
れ
ば
、
工
業
部
門

. 

■

 

-

 

.

 

*

.

我
が
国
農
業
に
お
け
る
生
產
函
数
の
計
測 

三r

 

(

三
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T

一
種
の
生
産
函
数
の
具
体
的
確
定
が
要
請
ざ
れ
：る
。

.

——
•(

つ
ば

、：図
に
明

ら

：か

な

よ

ぅ

に

、
工
業
部
門
の
.

生
産
函
数
0,

、

仏
あ
る
い
は
が
で
あ
る
て
他
の
—-
づ
は
で
農
業
亂
門
か
ら
エ
茱
部
門
へ
の
労
働
供
給
ス 

ヶ
ジTI !

ル
の
背
後
.に
存
在
す
る
農
業
め
.生
産
函
数
.で
あ
る
。
ラ

-'
一
 

ス
等
の
.モ
デ
ル
で 

は
、
非
常
に
ラ
.
フ
.

な
‘仮
定
と
：し
て
労
働
供
給
曲
線
T
.を
制
度
的
な
理
由
か
ら
水
平
で
^

:
る
と
し
、
.発
展
が
相
当
程
度
に
進
ん
だ
あ
と.
で

と

れ

が(

因
の
点
線
^
で
示
さ
れ
る
よ
ぅ 

.
に)
右
上
り
と
'な
る
で
.あ
ろ
ぅ
こ
と
を
氛
唆
し
て
1'
る
。
筆
者
は
、
こ
の
労
働
供
給
曲 

.線

を

具

体

的

に

測

る
こ
と
：に
よ
っ
て
、
こ
の
ア
プ
リ
オ
リ
な
仮
定
を
は
ず
す
こ
と
が
望 

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
故
、
農
業
部
門
の
労
働
供
給
曲
線
を
農
業
の
生
産
力
曲 

線
に
基
礎
を
お
ズ
主
体
均
衡
の
：模
型
か
ら
.導
出
す
る
作
業
を
進
め
て
居
る
が
、
こ
こ
に 

報
告
す
る
農
業
生
産
函
数
の
計
測
は
、
そ
の
：

1

環
と
し
て
：行
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

農
家
家
計
の
労
働
供
給
モ
デ
ル

農
業
部
門
か
ら
非
農
業
部
門
へ
の
労
働
供
給
ス
ケ
ジ 

ュー

ル
の
計
測
の
理
論
的
フ
レ
.

の
成
長
パ
ス
は
顶
線
の
上
を
た
ど
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
故
、
非
工
業
部
門
か
ら
の
雇
用
の
拡
大
は
、
資
本
蓄
積
の
速
度
と
同
じ
速
度
で
進
行
す

VL:

か
が
に
、；資
本
鮮
約
的
な
生
産
技
術
爾
の
^
が
出
現
す
る
と
へ
同
じ
資
本
蓄
積
齒
の
&

の
も
と
で
も
雇
用
は
-
気
に
即
だ
け
増
加
す
る
こ
と 

I

る
◊そ
I

、後
進
的
経
済
I

す
I

I

為
の
援
助
は
、1

節
約
的
2

丨
ム
•
ヮ
ー
ク
は
、
我
が
国
に
.お
い
て
小
尾
恵
一
郎
'、..尾
崎
巌
両
助
教
授
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
家
計
主
体
の
労
働
供
給
機
構
分
析
に
よ
っ
て
与

( 注
®®)

え
ら
れ
て
い
る
。
両
氏
の
研
究
は
卩
.H

。
ダ
グ
.ラ
..ス
に
.よ
っ
.て
発
見
さ
れ
.た
労
働
供
給
.に
_
す
る
経
験
法
則
か
ら
出
発
し
て
い
.る
。

.

.

「

労
働
供
給
の
主
体
は
家
計
で
あ
っ
て
、
家
計
.内
，の
各
構
成
員
の
労
働
供
給
行
動
は
相
互
.に
|

特
に
家
計
核(

世
帯
主)
の
所
得
曲
線
と
| 

強
く
関
係
し
て
い
る
。
非
核
の
有
業
率
と
核
の
収
入
率
水
準
と
は
強
い
負
の
相
閨
関
係
に
あ
る
。」

-
.

(

注 

9

) 

(

注
10) 

.

(

生
1 
ノ
 

’

と
い
ぅ
の
.が
、
ダ
グ
ラ
，
に
よ
3
て
発
見
さ
れ
：
.そ
の鱗

，
：

ロ
シ
グ
、
ロ
ゼ
ッ
ト
、
小
尾
、
尾
崎
氏
等
.に
よ
っ
.て
確
認
さ
れ
た
基
本
的
な
経
験
法

.^0
で
あ
る 
0

.'

.,'
,

:

.

■

■

 ̂

a

.
小
尾
、
！：尾
崎
両
氏
は
、：
こ
の
経
験
法
則
か
ら
労
働
供
給
の
主
体
と
：し
て
.：「

家
計
.

T

を
.み
るAJ

き
、:

家
計
.の
非
核(

非
世
带
主)

.

.は
核
，

(

世
带
主)

の

; 

.

.

.

. 

:
| 

:

. 

. :■

. 

.
■

■

.
ぃ
. 

-

所
得
と
外
部
賃
金
率
を
.。ハ
ラ
メ
タ
ー
と
し
で
所
得—

余
瑕
選
好
場
の
上
で
ゲ
ィ
ン
極
大
化
を
行
な
ゃ
て
卜
る
と
^
ぅ

:「

'

*.■
'‘，
 

. 

(

生 

2

)

■■,

説
し
た
''
<
>
:
更
に
、
こ
;0
仮
説
は
、
'き
わ
め
て
よ
く
：コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
.た
デ
ー
タ
^
よ

.つ

て

検

証

と

修

正

が

加

 

>又
ら
れ
て
.
.い
る
。

.:
■

小
尾
、.
尾
崎
両
助
教
授
の
；研
究
は
、
：我
が
：国
賃
金
決
定
機
構
を
解
明
す
る
研
究
の
一
：環
と
し
て
行
な
お
れ
、
主
と
'し
て
、我
が
国
勤
労
者
家
計
お

〈

注 

3
V 
.

.■

よ

び
自

営

業

主

家

計

に
'
つ
い
て
実
証
的
分
浙
が
展
開
：さ

#
て
来
た
。
け
れ
ど
'%
'
、：.：商
氏
に
：よ
っ
.て
精

緻

に

組

：み
，上

げ

ら

れ

た

と

の

：理

論

図

式

は

、 

我
が
国
農
家
家
計
か
ら
他
部
門
へ
：の
労
働
供
給
の
メ
ヵ
一一
ズ
ム

に
つ
い
て
も

殆
ん
ど
同
じ
よ
ぅ
に
用

い

.̂
.
れ

得

るこ
と
が
、

筆
者
自
身
に
よ
つ
て

明

ら

か

：と

な

っ

た
-.
°:
:
'
:.
-
つ

:

.

.
: 

.

..
■ 

. 

..... 

.

_筆

者

は
 

>
:勤
労
者
世
帯
^
お
'け
る
核
所
得
に
対
応
す
る
.も
：の
^
し
て
、：.農
*
の
所
得
造
出
曲
線
を
.置
く
こ
と
に
.よ
っ

て

、
、...両

氏

に

よ

っ

て

組

ま

.
、
 

■
 
• 

. 
V........ 

ノ
 

•

れ
.た
法
^
ル

が

有

効

：に

用

い

ら
.れ
得
る
こ
と
を
、

」

蕞
家
経
済
調
査
報
告
に
：よ
づ
，て
確
認
し
た
。

:

.農

.家
経
済
.調
1:
報

告

：か

ら

筆

者

が

：経

験

的

に

確

認

：し
：：た

事

実

を

要

約

す

れ

«
、
リ
次
；の.四
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
务：

.

"
(

15)

.
'
.
‘

.

.

.

. 

.

.
: 

■

:(1
)

農
家
家
計
構
成
員
の
：余
暇
率
は
p
構
成
員
の
年
齢
：'
性
別
に
み
^

家̂
計
の
^
所
得
水
準
が
高
い
程
高
い
。
：年
齢
•
性
別
を
合
計
し
て
家 

汉

璧

体

と

::
1
>祀
：み

た

余

暇«
锬
匕
：総

所

得

水

準

が

高

ま

る

_
 

へ

: .
，
,

;■ 

^
 

' 

'
^
v 

- 

,

•.
■

•

:.

''
'

.'
:

:

'

■:

ノ 

.

我

が

国

讓

に

お

け

る

生

産

函

数

の

計

測

''三
：三
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'

.

三
四
'(

三
〇
四)

.

(

^

6

V

'

.
(2
)

;:
.農
家

家

計

構

成

員

の

肖

家

農

業

就

業

比

率

，は

^
^
^

、よ
7)

(3
)

自
家
農
業
以
外
S
雇
用
機
会
へ
：の
就
業
比
率
は
，
ベ
自
家
農
業
生
鹿
性
と
負
の
相
関
関
係
.に
あ
.今

⑷

で
農
外
雇
用
就
業
比
率
と
そ
め
資
金
率
ば
：醫

1
.ニ：図
>
,に
示
.す
上

ぅ

な

関

係

に

；お

る
,°
オ
な
わ
ち
自
家
農
業
生
産
カ
が
.一
宏
な
、ら
ば
外
部
賃

.

.

.

.

.
 

• 

- 

* 

•

.

.

:

.金
率
が
高
い
，程
就
業
比
率
、が
.高
い
。
、ま
た
、
外
部
貴
金
率
が
—*
定
な
ら
ば
、
自
家
農
業
生
，産
性
が
低
い(

小
規
模
農
家)

ほ
ど
就
業
比
率
が
高
い
。

以
上
の
議
的
事
実

1

1

1
説
明
す
る
ょ
I

理
論
模
型
^
^
^

の
か
わ
り
に
自
家
農
業
の
生
産
力
曲
線
を
導
入
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
ぅ
。

，
，

農 外 雇 用 貨 金 牢

(農 家 経 済 調 査 全 府 県 平 均 :

農
外
就
業
串

.■:
農
家
の
労
働
供
給
の
主
体
均
衡
模
型
は
、
..
次
の
ニ
つ
の
.基
本
的
仮
定
か
ら
出
発
す
る
。

.

.

.

.

.

.

. 

. 

•

- 

. 

.

:
;
H
i
v
•
農
家
は
そ
の
構
成
員
一'
人

：，
ー
人
に
.関
し
へ
て
固
有
の
農
業
生
産
カ
曲
線
を
持
つ
。
こ 

:.

れ
ら
は
大
き
'い
も
の
か
ら
順
に
均
衡
点
で
接
摘
ざ
れ
て
：
.

一
本
の
、
そ
の
家
計
の
生
産
力 

:

曲

線
を
：孩
成
す
る
。
.'
.':(

例
克
：ば
ぐ
四
0
歳
男
子
、.
四
〇
歳
女
子
の
夫
婦
お
、ょ
び
ニ

0
歳
女
子
の
三
. 

V

..:

人
で
構
成
：さ
れ
る
農
寒
で
：あ
れ
ば

〔

第
三
図

〕

、
'
.

〔

第
四
図〕

の
ょ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
，
。)

：

，

■

H
 

, 

2
 

.

〔
第
四
図〕

と
同
じ
空
間
に
、
余
暇
I

所

得

選

好

場(

効
用
指
標
函
数

)

.
の
存
在 

ら
を
：仮
定
す
る
。

〔
第
五
：図〕

■を
参
照
さ
れ
た：
SVV
'

:

以
上
一I

つ
.の
：仮
説
か
ら
、
：.

〔
翁
四
図〕

に
示
さ
れ
た
生
産
力
曲
線
と〔

第
五
図〕

に
示
さ
れ
た 

.用
場
と
を
有
す
る
主
体
農
家
が
、
そ
の
自
家
農
業
生
産
活
動
■に
投
入
す
る
労
働
を
全
て
家
計
構 

成
員
で
ま
か
.な
う
な
ら
ば
：、
農
業
所
得
と
自
家
労
働
投
入
時
間
を
.^
-

め
：る
均
衡
点
は〔

第
六
図〕 

の
P
点
に
ょ
っ

て
示
さ
れ
る
。

.
'

第三図 !

所 得

第五図 :

1

諸

労
働
時
問

I

所 得 .

:
.理
論
的
.に
は
成
年
世
帯 

員
N
人
の
家
計
で
は
、

一
 

:

日
当
り
最
大
労
働
投
入
量 

:は

N
X
2
4

時
間
で
あ
る 

か
ら
縦
軸
上
に
、2

4
N

を 

目
盛
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

自
家
農
業
生
產
カ
曲
線

 ̂

に
無
差
別
線
が
接
す
る
点 

P

R、

所

得

水

準

§

.
と

家 

族
の
：労
働
投
入
時
間
00
が 

決
ま
る
。
こ
の
場
合
W
点

が

世

帯

主

の

個

別

生

産

カ

曲

線

と

妻

の

個

別

生

産

カ

曲

線

の

接

続

点

で

あ

り
^

点
が
妻
の
個
別
生
産
カ
曲
線
と
ー
|

0

歳

女

子

の

生

産

カ

曲

線

の

接 

,続
点
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
00
か
ら
0
を
減
じ
た
残
り
の
00
が
妻
の
労
働
時
間
、
.
.见
が

世

帯

主

の

労

働

時

間

を

示

し

.て

い
る
。

も
し
、
新
し
い
肥
料
の
使
用
、.
新
型
耕
耘
機
の
導
入
、■，ま
た
は.
生
産
物
価
格
の
.変
化
、
耕
作
品
目
ゥ
土
ィ
ト
の
変
更
等
が
あ
れ
ば
、.(

価
値)

生 

産
力
曲
線
は〔

第
七
図〕

に
.み
る
如
く
、
从
か
ら
以
に
変
位
し
家
族
め
労
働
投
入
勝
間
は
ぴ
に
減
少
す
る
で
あ
ろ
ぅ
。.
こ
の
時
、
こ
の
家
計
が
稼
得 

す
る
農
業
所
得
ば
肥
だ
け
増
加
し
’
ー
方
労
働
投
入
時
間
は
犯
だ
け
減
少
し
、.
そ
：の
街
果
得
ら
れ
る
効
用
は
、
も
と
の
认
よ
り
も
高
い
u 2
と
な
る

• 

- 

. 

' 

.

.

. 

• 

* 

- 

へ
外
部
が
.ら
提
示
さ
れ
る
.賃
金
率
が
い
く
ら
以
上
で
あ
れ
ば
、
家
計
構
成
貴
は
農
業
を
捨
て
：て
外
|
の
雇
用
機
会
に
応
募
す
る
で
あ
ろ
ぅ
か
。
こ

.

.我
が
国
農
^
に
お
.け
る
生
産
商
数
の
.計
測
.
.
..

■

三
五
.(

三
^
'
'
五
•

)

.

I



の
电
給
« '
格
0
^ :
.联
界
は
/--

\第
八
：図〕

に
お
い
て
阅
直
線
の
勾
配
グ
と
し
で
与
■え
ら
れ
る
。
..%
し
外
部
賃
金
率
が) J

れ

よ
り
小
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に 

よ
つ
て
得
ら
れ
る
効
用
は
认
よ
り
も
小
と
な
り
、，.
家
計
構
成
員
は
自
家
農
業
を
適
ぶ.
で
：あ
ろ
ぅ
。
逆
の
場
合
は(

例
え
ば〔

第
八
図〕

に
お
け
る
^

、
 

主
体
は
.そ
か
亦
働
か
の
■

部
を
外
部
風
用
に
応
ぜ
'し
：
.

.

办
’る
こ.
と
に
よ
り
よ
り
高
い
：劫
用

る
實
金
$;
.が
提
示
さ
权
た
と
き
、.
.HG
だ
.け
の
農
ル
雇
用
労
働
と
如
だ
け
の
自
家
農
業
労
働
と
：に
よ
つ
て
妁
だ
け
の
農
外
所
得
と
抓
の

農
業
所
得
を

- 

, 

.

.

.
 

.

.

.へ.

.

'

.

.

得
る
，
そ
の
結
果
觀
ら
れ
る
効
用
办
水
準
ば
良
家
農
業
の
み
に
従
事
す
る
て
と
に
：よ
つ
て
得
ら
れ
る
认
よ
り
は
高
い
讯
の
水
準
と
な
る
。

前
節
に
述
べ
た
^
済
発
展
の
モ
芳
ル
に
：お
^'
て
必
要
と
し
た
と
こ
ろ
の
農
家
の
労
働
供
給
の
ろ
ヶ
ジ
ュ
.

—

ル
は
、
.ま
さ
に
、〔

第
八
図〕

に
お
け

3
点
を
11
;
る
軌
跡
に
他
な
ら
な
い
ィ
こ
の
.軌
#
は
、
特
定
の
生
産
力
曲
線
を
有
す
る
家
計
.に
.各
種
の
.'賃
金
率
が
提
示
さ
れ
た
時
に
そ
の
家

■

—
 

:

-

の
極
天
化
行
動
.の
結
果
農
外
雇
用
に
応
募
す
る
労
働
供
給
時
間
.の
ス
ヶ
ジ
'-
!
ル
を
.示
^
て
い
る
:-
-

°

:
'
.

-

る
P

第六図 :

W

第八図〕

h

以
上
で
、
農
家
か
ら
也
部
門
へ
の
労
働
供
給
の
.ス
：ヶ
ジ
ュ
'
丨
ル
を
規
制
す
る
要
因
は
'.、：

(

理
論
的
模
型
.の
'展
開
の
詳
細
は
他
の
機
会
に
ゆ
ず
る
と
し
て)

、

-:
 

:

.

-

 

- 

*

少
な
く
と
も
次
の
よ
ぅ
な
も
の
で
あ
る
こ
.と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

，

‘ 

3

効

用

指

標

函

数

の

：パ
ラ
メ
'

タ
.—

'

:: 

,
 

-
 

.

.

. 

'

* 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

⑵

+生
産
函
数
の
0
ラ
メ
へ
タ
.

—

ハー'こ 

一
■、

：
-
?
' 

,

. 

.

.

.

.

 

' 

- 

. 

.

.

. 

-
.

 

.

.

. 

.

.

.
 

•

⑶

，
：
農

外

雇

用

の

貴

金

分

布

';
::
-
ハ 

 ̂

.
-
V 

■'y

4)
投
入
財
の
価
格
：

(

農
業
也
産
の
耍
素
価
格)

，

:'
-'
,
.へヴ
^
^
^
^ ̂

•

.

.

.

.

.
 

- 

.

.

.⑸

',
農
業
生
産
物
：の
価
格

.
：
'

'ン

ノ

て

.

"

こ
れ
ら
の
中
で
、
(1

)

、

⑵
、.
⑶
は
、
'そ
れ
ぞ
れ
効
用
指
標
函
数
.の
'計
測
、
生
産
函
数
の
計
測
，
並
び
に
賃
金
分
布
の
調
査
を
通
じ
て
確
定
さ
れ

る
べ
き
部
分
次
あ
石
。
：
以
上
で
、
''
'
.
'
農
業
生
産
西
数
の
計
測
の
意
義
は
明
ら
か
.で
あ
ろ
ぅ
。

.

.

.
-

• 

• 

... 

< 

,

.

V

へ

.く

■
 

. 

► •
 

•• 

• 

. 

.

.

. 

. 

- 

- 

, 

• 

• 

■ 

農
業
'の
坐
産
函
数
の
||
*
測
が
い
か
な
る
要
請
に
応
：え

る

.%

.の
^
あ
る
か
.
は
、
：：以
上
.
で
：明
ら
か

七

な

マ

た

'。
ぉ

え

る

こ

，と

を

考
1
し
た
場
ム
1
:、

」

生
産
西
数
は
ど
の
よ
ぅ
に
測
ら
れ
る
.べ
き
で
あ
る
か
を
検
討
す
る
。
.

.
 

•

,

- 

-  

-

 

:  

.

■:.

-

,.
:
:

V, 
. 

V  .

 

■

一
二
'

，
人

.* 

- 

' 

- 

• 

- 

- 

•• 

.

1: 

• 

•• 

V 

• 

■ 

- 

• 

. 

- 

• 

•

生
產
函
数
の
概
念
は
、.，好

.

.
5
*
チ
ェ
ナ
リ
ー
が
深
い
洞
察
を
も
つ
：て
指
摘
し
：て
い
る
よ
^
に
、
.生
産
の
過【

で
物
質
の
上
に
起
こ
る
変
化
の 

背
後
に
膨
然
と
存
在
し
.て
い
る
所
の
迤
本
的
な
自
然
法
則
で
あ
つ
て
、
，：人
間
行
動
と
は
独
立
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
そ
、
い
わ
ゆ
る
極
大

化
理
論
：の
制
約
条
件
と
し
.て
最
も
基
本
的
な
役
割
を
果
fc

す
.こ
.ど
が
で̂
:
;

る
の
：で
あ
る
。
1チH

ナ
リ
り
め
研
究
に
お
い
て
，は
、
最
も
蓮
本
的
な
関

,

.

■
 

: 

- 

.

. ■

■

>
. 

. :

■

;:

:>
.

 

: 

-
:

.
:

:

,

 

•

我

が

国

農

業

に

お

け

る

生

産

函

数

の

計

測

:

三
七
.(

三
〇
七)

^



三

八(

三
〇
八)

：

係
は
原
料
変
形
函
数.

(
m
m
n
s
f
o
g
a
t
i
o
n

 function)

と
呼
ば
れ
る
物
理
法
則
で
あ
っ
'た
。
農
業
に
お
い
て
は
、
.各
種
の

^

化
学
的
変
換
を
し
て
生
産
物
と
な
る
過
程
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
変
換
に
と
っ
て
、

0)
:'
/
成
換
の
壤
と
^
て
：の
±
地

'.
ぃ
-

. 

V
.
.
.
,
,
- 

⑵

土
壤
中
に
不
足
し
て
居
る

自̂
け
备
&
义
養
分)

の
補
給
と
し
て
の
肥
料
投
入
.
.
.

⑶

：変
換
の
効
率
を
ー
尚
め
る
た
：め

0
労
働
、
1;
方
'
畜
狀
'
農
薬
等
の
；投
<
丨
^
.

:

'

:

'

,

:

の
三
.種
類
の
条
件
が
必
要
と
：

,

:■
:.
■

こ
*
ら
め
う
ち
ぃ
⑵
お
^
び
⑶
に
つ
い
て
は
、
自
篇
条
件
.の
'差
異

に

：
よ:0
て
変
換機

！！

た
る
種
子
の
種
類(

品
！

m
)

に
違
い
が
生
じ
た
り
、
同
じ 

種
子(

品
0)

で
も
、
変
換
さ
る
べ
き
：

gtrients 

.の
う
ち
、
人
間
、が
補
充(

投
入)

す
べ
き
も
の
の
置
と
組
み
合
わ
せ
於
違
っ
た
り
す
る
で
あ
ろ
う
。
 

更
に
、
自
然
条
件
が
違
え
ば
''
変
換
.の
効
率
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な
、
労
働
、
動
力
、
畜ヾ
力
、.
農
薬
等
の
組
み
合
わ
せ
に
違
.い
が
生
ず
る
で
あ 

，ろ
う
。，
そ
れ
：故
、
と
の
よ
う
な
違
い
を
生
屯
七
め
る
要
因
を
.'
%
組

み

込

ん

：だ

も

の

と

し

て

生

産

の

諸

関

系

を

把

握

し

な

け

れ

文

な

ら

，
ぶ

(

。 

以
土
を
整
理
：す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

.
:々

:
" 

c
. 

:

'

'

J
 

-

士
地
'が
変
換
の
：場
と
な
っ
て
い
る
生
化
学
的
な
変
換
の
法
則
を
各
品
目
ご
と
に(

第
€
品
目
に
つ
い
て)

:
:
,
3
C
,
S
)
：

：

•妾

な
る
変
換
の
式
で
表
わ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。
•こ
れ
は
、
土
地
の
広
さ(

T-)

、
気
象
条
件(

C)

、
土
壌
の
条
件(

S)

が
所
与
の
時
、nutrient 

(

養
分)

'N?v. 

,̂

が
生
化
学
的
変
換
を
遂
げ
て
1
な
る
農
産
物
に
な
.る
こ
と
を
示
し
て
い
る
,

上 

し
か
し
な
が
ら
.我
々
が
現
実
に
見
る
生
産
量
^
は
必
ず
し
も
X 1
'
と
同
じ
で
は
な
い
。
両
者
Q
pB
1
r

^
、

な
る
関
係
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
.グ
は
亦
欠
換
.の
効
率
を
あ
^
わ
し
て
い
る
。
.我
々
は
こ
0
効

率

.(>
1
を

高

め

る

こ

と

を

望

み

、

そ

の

為

に

各

種

の

資
本
財
と
労
働
と
を
投
入
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
P
は
そ
れ
ら
の
函
数
と
し
て

.

で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。
こ
こ
で
も
、

労
働
と
資
本
財
の
投
入
が
変
換
の
効
率
を
高
め
る
際
に
、.
土
地
の
広
さ(

T)

、

気
候(

9
>

 
/
風
土 (

S)

が
違
え

. 

'
• 

- 

. 

, 

•

ば
、
函
数V

は
一
様
で
は
.な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

•/
••
•.

⑴
、
⑵
、

⑶
式
ょ
り
，

：
:

:

'

:

:

汰 
4

(

u.…

：，u
,

s
…
…
，

k
i-
n
t
:

:?
./to,s

) 
：•：•：：

…

..£
 

を
得
る
ァ
哝
種
の
労
働
と-
猶
の
資
本
財
と
ゴ
種
の
目
け
ユ
良
故
と
を
&
艺
广
と
す
る
生
産
函
数
で
あ
る
。

我
々
が
極
大
匕
模
型
が
基
礎
に
す
え
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
.こ
の
品
目
別
に
フ
ィ
ジ
力
ル
な
タ
ー
ム
で
は
か
ら
れ
る
生
產
面
数
を
農
家
が
耕 

ゼ
す
る
全
品
目
に
つ
い
C 

(

養
畜
を
も
含
め
て)

価
値
の
タ
1
ム
で
ア
グ
リ
ゲ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
厳
密
な
意
味
で
は
フ
ィ
シ
ヵ
ル 

k
固
.別
生
産
函
数
を
価
値
タ
ー
ム
で
ア
グ
リ
ゲ
I
ト
す
る
過
程
で
各
品
目
間
で
ど
れ
を
ど
の
位
耕
作
す
る
か
を
決
め
る
も
う
一
つ
の
極
大
化
が
行 

な
わ
れ
る
と
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。.こ
の
意
味
で
の
極
大
化
の
過
程
を
導
入
す
る
こ
と
は
、
厳
密
な
意
味
で
：は
-^
う
し
て
も
必
要
な
こ
と 

で
あ
る
が
、
固
々
の
品
目
毎
.に
そ
の
投
人
と
産
出
そ
れ
ぞ
れ
の
相
対
価
格
の
変
動
が
知
ら
れ
て
い
な
い
段
階
で
は
、
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な 

が
ら
、
さ
い
わ
い
な
こ
と
に
、「

農
家
の
耕
作
品
目
ゥ
31
ィ
ト
は
、
そ
0
農
家
の
地
理
的
な
位
置
へ(

気
候
、
.風
土
ノ
市
場
等
の
条
件
の
総
合
的
指
標)

に
よ 

っ
て
か
な
り
.せ
ま
い
範
囲
に
限
定
さ
九
て
：い
を
。」

と
仮
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
.の
こ
と
は
: '〔

第
九
図〕

ゼ
よ
っ
て
ほ
ぼ
明

ら

か

：
で

あ

ろ

う
0 

地
域
間
.で
は
農
家
の
農
業
粧
収
益
：の
品
目
構
成
は
.か
&
り
大
き
な
違
い
を
み
せ
る
が
、
同
一
地
域
に
つ
い
て
、

一
九
五
七
年
と
一
九
六
〇
年
を 

■̂
■
べ
て
み
る
と
殆
し
ど
そ
の
パ
タ
ー
ン
が
変
っ
て
い
'な
い
。
'ま
た
.〔

第
十
図〕

バ
に
み
る
よ
う
に
、

こ
れ
：を
全
国
平
均
で
み
る
と
一
.九
五
七
年
、

.

.

.

.て

.

.

. 

• 

*
 
■

:

一
九
五
八
年

、

ー
九
五
九
年
、

ー
：
九

六

0
年
の
四
年
に
：つ
い
て
"
殆
ん
ど
同
じ
。ハ
タ
1
ン
が
見
ら
れ
る
。

,^
れ
故
、
：我
々
の
計
禪
で
へ
は
、"
耕
ホ
品 

目
選
択
の
極
大
化
を
一
.応
不
問
に
附
し
て
：、
価
値
タ
ー
ム
の
農
業
粗
収
益
生
産
函
数
を
測
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
.

:

我
が
国
«-
業
に
お
げ
る
坐
產
函
数
の
計
測
:

.

.:

三

プ(

三
〇
ブ
、



我
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お
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產
出
を
各
ロ
爪
目
の
価
値
タ
丨
ム
の
ア
グ
リ
ゲ
丨
シ
ョ 
'ン
で
測
る
と
す
る
と
、
投
入
の
あ
つ
か
い
は
'ど
う
.な
る
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
、
生
産
費
調 

查
の
よ
う
に
、
特
定
の
品
目
に
.っ
い
て
は
耕
作
品
：■
別
の
原
単
位
表
が
得
ら
れ
る
も
の
も
お
紐I)
、-

農
家
が
生
産
す
る
可
能
性
の
あ
る
全
品
目
.に 

っ
し
て
品
目
划
に
投
入
の
原
単
位
を
調
查
し
た
資
料
は
存
在
^
な
い
。(

と
い
う
よ
り
も
、.
そ
.の
よ
1
な
調
查
は
ぉ
そ
ら
く
実
行
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

)

そ
う
し
た
困
1 -
に
加
え
て
、

成
分
め
'違
う
多
種
類
の
肥
料
を
ど
h

3

や

っ

て
綜
合
す
る

が

が

問
題
と
^.

る
。

ま
た
、
同
じ
動
力
使
电
で
も
、
耕

作

、
 

脱
穀
.
灌
溉
等
の
目
的
に
よ
っ
て
そ
の
効
率
は
一
様
で
な
い
。
：我
々
の
計
測
で
は
：、

.>
-
:

」

れ
ら
を
価
格
、
使
用
時
間
と
い
.っ
.た
唯
一
の
共
通
の
尺
度 

で
綜
合
す
る

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
' 個
々
：の
投
入
の
あ
っ
.か
い
：に
.っ
.い
て

は

、
：：
三
■'
..•'三
で
具
体
的
に
説
明
を
加
え
よ
，う
。

. 

三

•
.一'
.
.
農

業

(

粗
収
益)

'.
生
'産

函

数

の

特

定

化

_

以
上
で
我
々
が
計
測
す
る
生
産
函
数
の
性
質
は
明
ら
か
と
な
っ
た
。
次
に
、
,こ
の
生
産
函
数
の
具
体
的
形
状
を
ど
の
よ
う
に
与
え
る
か
が
麗 

と
な
る
。
云
う
ま
で
も
な
く
’ 

'
そ
れ
は
計
測
し
て
.み
て
は
じ
め
て
明
ら
か
に
な
る
性
質
の
も
の
な
の
だ
が
、
統
計
的
.に
あ
て
は
め
の
操
作
を
加
え
. 

る
の
で
あ
.る
か
ら
、
何
ら
か
の
形
状
を
あ
ら
か
1:
め
予
定
じ
て
か
か
ら
'な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

■:
•

-

農
業
の
生
雲
数
計
測
の
歴
史
は
古
く
、
,'
'
'多
く
の
.具
体
的
計
測
が
行
な
わ
れ
て
来
て
い
る
か
ら
、
我
々
は
こ
れ
ら
か
ら
S

化
の
為
の
先
験
的 

な

手

掛

り

を

得

る

こ

七

が

；
で
き
；る
。
：

 

ノ

ン
.
'

農
業
生
産
函
数
の
計
彻
は
定
の
面
積
の
上
で
個
々
.の
.品
目
に
：っ
：い
て
実
験
を
行
な
っ
.て
..、
そ
の
.品

目

の

丧

長

曲

線

ま

た

は

収

穫

曲

線

を

決 

淀
す
る
、
.
い
わ
ゆ
るb

i
o
l
f

 i 

i
t
i§
/
の
ア
ブ
ロー

チ
と
、
I

け
と
同
時
に
土
地
^
よ
び
，g

f
が
変
化
す
る
い
わ
ゆ
る
泣

§
 

I

 

に
よ
っ
て
何
等
か
の
極
大
化(most 

proStable 

quantity

あ
る
い
はmost 
‘pra

table 

m
i
x
)

Q.
基
礎
に
据
え
よ
う
と
す
る
、
い
わ
ゆ
るf

a
r
m

 

f
u
n
c
t
l
o
n
d
T
.

フit 

I
チ
と
一
一
.っ
の
角
度
か
ら
行
な
わ
れ
て
来
た
。
_
者
ば
：こ
れ
等
め
T
プ
.〒
丨
手
の
系
譜
に
^
い
て
次
号
に
稿
を
改
め
で
報
告 

す
る
予
定
で
あ
る
が
、
簡
単
に
要
約
す
れ
ぱ
，biologicaT

なK
。

フ
户
'丨
チ
は
、
リ
ー
ビ
ッ
ヒ
の
^
^
»
ゆ
始
ま
'っ
.て
、」

>

5
チ
千
ル
リ
^
 

'
我
が
国
農
業̂
お
け
る
生
產
函
数
の
計
测

：：.
：
：.
:
•

:r
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E

E

ス
ピ
ル.マ
ン
等
の
研
究
を
経
て
、

戦
中

•
戦
後
の
ク
.ラ
ウ

サ

ー

、

イ

エ
イ
ツ
、
イ
ェ
ン
セ
ン
、

ネ
ル
' ^
'/
2)

等

の

研

究^-
あ
る
。

彼
等
の
系
統
^. 

な
実
駿
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
多
く
の
経
験
法
則
の
中
で
、
共
通
し
て
い
る
の
は
-'
投
入
さ
れ
る
，|

3.
|
.、と
0昼

兵

み

 ̂

か
の
^

函̂
数
-の
関
係
が
あ
る
”

」

^
で
あ
る
；。
ぐ
：長

ど
£
ば
、
,-
'
ス
ぜ
^

x

^.^

ゴ̂
_
関

ず

る

施̂

験̂
^
末
マ
•

:

Y
:

 

totaliield 

, 

, 

>

M
:

.
 I

H
e
n
t

 

«

o
i
i
^
r
.
J
: 

yield 
0

^

.

0

:'
:
5
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:
.-
■

H
:  

 ̂

'

>■

v
.
^

:

の

関

係

が

ぁ

る

こ

と

が

明

ら

か

に

さ

れ

、.
：タ
：-ラ
ゥ
サ
.：丨
と
.：ィ
^

 ̂

.

叫=
M

—
A

R
h

2/=
2/9+

c
l—

10

丨f)

一
. ャ 汽 ラ ぎ
29 • • •

レ  '：.-

南

荖

漭a

允
セ
6

#

a菏

礴

ノ

渖js 
韵

释
.

.

.
:
:
、
 

.

.グ：'::

'着 

■ 

鵁 A

伙
汰
が
#

^

1

;

\
.,
:

_

.藤
津
0
職
鐧
冇
卜
0

画̂
釙
0
邰

释

.

.
の
関
係
が
.あ
る
こ
と
が
明
ら
か
七
な
'っ
た

。
.
'
.
こ

れ

ら

は

、

結

局

〔
第

十|

図〕

.
7に
^
る

よ

ぅ

：な関
係
！

個
々

の.nu
t
r
i
e
n
t

に
関
し
て
飽
和
点 

を
有
す
る
収
穫
通
減
的
な
収
穫
曲
線
が
存
在
す
る
こ

と

を示
睃
1,
.て
い

る

よ

ぅ£
悤

わ

：れ

る

。
へ
：

:,
:-:
:
.
,
ス

.

.い
わ
ゆ
るfarm

 fu
n
ctio

n

の
；計
測
怯
：
ト
、
丨
，レ
：

.
ィ

、
.:
;
:
'
:
ブ
：ラ
ッ
ク
、''
-'
エ
ゼ
：キ
'ル
；
の
三
：入

：の

研

究

者

.に

.よ
っ
て
初
め
：て
試
み
らi

l
。

彼
等
は
農 

家
.デ
丨

タ

ー

か

ら

ク

ロ

，ス

.ゼ
ク
.；シ
ョ
：
ナ
；
ル
.に
生
産
函
数
：の
計
測
を
行
ダ
っ
た
が
、
'主
と
し
.て

--
*
変
数
の
分
析
^

今
日
、
.代
替
•
補
完
の 

関

係

を

も

つ

多

数

：の
投
入
：と
，そ

れ

に

よ

る

産

出

.の
関
係
.を
表
わ
す
.為
ぬ
計
測
さ
.れ
る
生
產
函
数
と
は
異
な
る
.も
の

で

あ

っ

た̂̂

治
氏
に
よ
っV

:

.は
じ
め
て
、
い
わ
ゆ
.

I
グ
ニ
フ
ス
型
の
生
産
函
数
が
、
：米
.の
生
産
費
調
査
に
つ
い
て
計
測
さ
^

K

以
来
、
I

の
次
元
に

〔第十一図〕

h

せ
よ
、in

d
u

stry

の
.次
元
.に
せ
：よ
、：
ダ
グ
ラ
ス
型
の
生
產
函
数
が
.農
業
生
産
の
投
入
，•
産
出
関
係
を
よ
く
近
似
ず
る

'

K
32

ノ
 

，

>
 

•こ
.と
が
経
驗
的
に
明
.ら
か
に
さ
れ
て
来
た
。
わ
が
国
で
^——

分
析
.の
目

的

と

計

測€>
'
:
べ

ー

ス

は

ぞ

れ

ぞ

れ

違

っ

て

ソ 

.(

£
3 )

■;.
:. 

、̂
4
ノ
 

.ヽ
主
 
5 
ノ

i

は
い
る
が——

岩
田
幸
灣
土
屋
圭
造
、

大
川
'
rWI
3
、：

の
諸
氏
に
.よ
っ
て
：ダ
グ
ラ
ス
タ
ィ
プ
の
生
産
函
数
の
計
測
が 

行
な
わ
れ
て
来
た
。
'
.

,
•筆
者
.は
、.
以

lb
の

先

験

的

な

情

報

，に

加

え

：

て
、
.
一
つ
の
チ

U

ッ
：ク
：と
：1.
て
ー
：次
線
型
の
生
産
函
数
の
計
測
を
行
な 

.
つ
て
比
較
対
象
と
す
る
：と
.と
に
し
て
、
対
数
線
型
：の
生
産
函
数
を
計
測
す
る
こ
と
に
し
た
。
：

.

■

.,
y,
産
,!
,
|

, 

..
0-
三

•
三

：
基
礎
資
料
と
変
数(

投
入
要
素)

：
の
選
択

, 

• 

. 

. 

.

.

.

. 

•
.•

:'
こ
こ
に
報
告
す
る
生
産
函
数
の
計
測
の
基
礎
デ
ー

タ
丨
は
、
農
家
経
済
調
査
報
告
，(

昭
和
三
ニ
年
、
三
三
年
：
三
.四
年
、
三
五
年
度)

.で
あ
る
。
農 

業
生
産
函
数
を
三> 

.一
に
述
べ
た
.
.よ
ぅ
な
も
，の
と
し
て
計
測
す
る
為
に
は
、
：' ど
•う
し
て
も
家
計
の
生
産
活
動
全
般
を
.一

単
位
と
す
る
よ
ぅ
な
調
査

結
果
が
基
礎
と
：な
る
。
こ
の
要
請
に
応
え
る
唯
：一
の
資
料
と
し
て
農
家
経
済
調
查
が
摇
用
さ
れ
た
。

.

• 

.  

. 

: 

• 

;

• 

I 

、

•

.

.

.

•
 

- 

* 

' 

• 

7
. 

.
、

;

.

■.
.

.

:

ぐ
と

 

ノ 

. 

• :

■

•

 

.

..

我
'々
■.の
生
産
函
数
が
基
本
的
に
：は
、

，
.

、で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
と
れ
ら
説
明
変
数
を
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
程
度
に
詳
し
く
セ
パ
レー

ト
し
て
導
入
す
る
か
、

ま
た
ぐ
.い
か
な
る
単
位
で

. 

-  

.

.

.

.
 

.

.

.

あ
つ
か
ぅ
か
は
、
統
計
的
な
あ
て
は
め
め
テ
：ク
テ
ッ
ク
:2
1
基
礎
資
料
と
：の
間
の
妥
協
と
^
で
決
ま
つ
て
来
る
"
以
下
フ
こ
の
点
を
農
家
経
済
調
査 

報
告
の
様
式
お
よ
び
統
計
学
的
な
計
測
土
の
：問
題
€>
.観

点

か

ら

吟

味

し

：
て

お

こ

ぅ

。

，

.'
/
:
:
'
:
:
:
:

「

■■'
I
V
‘
11

に
述
べ
た
よ
'ぅ
.に
、
我
：々
の
農
家
主
体
の
極
大
化
模
型
.は
、
，：
男

女

別

：

•
性
別
：に
勞
働
：の
生
産
力
曲
線
が
.存
在
す
る
と
い
ぅ
か
な
り
現
実

• 

' 

. . 

:
•
:
■
. 

;
.
.

、

.

.
■
.
:

我
が
国
農
業
に
お
け
る
生
產
函
数
の
計
測.

.
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的
な
仮
定
の
±
:に
戒
り
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
';
'削
測
さ
.れ
る
生
産
函
数
ゆ
、
^
 

•
年
齢
別
に
、
'別 

，別
.な
投

入

要

素

と

：し
て
：食

む

も

：

の
：；

で
*
け

れ

ば

；な

ら

な
h

,
し
：か

し

なf

、「

大
部
分
の
構
成
員
の
へ
労
働
投
入
時
間
が
同
じ
方
句
 ̂

と
を
考
克
れ
は
.：

.暴
曲
面
の
あ
て
は
め
.の
際
に
多
重
共
線
：

(

m
l
. 

coliir) ：

の
現
象
を
起
：C
す
危
険
を
：は
^

る
こ
と
を
予
想
し
な
け
\ 

は
.な
ら
な
し
従
っ
て
多
重
共
線
の
現
象
が
起
こ
ら
な
い
髪
の
グ
ル

'
Iピ
シ
グ
，を

行

な

う
.こ
と
：が
，必

要

で

あ

る

：。

そ

の

程

度

の

グ

ル

~

ピ
ン
_
 

ダ
と
は
一
体
ど
の
程
度
の
そ
れ
で
.あ
る
.が
は
？
非
常
に
多
く
の
試
行
錯
誤
の
作
業
に
ょ
づ
て
の
み
明
ら
か
に
さ
.れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
現 

在
こ
の
作
業
を
行
令
て
い
る
が
、
と

&

報
告
す
る
の
.は
、
：
そ
の
第
一
：

.次
接
近
と
し
で
年
齢
別
を
全
部
プ
i
ル
.し
て
、
家
計
構
寶
の
労
働
投 

入
時
間
を
男
•
女
別
に
別
々
に
投
入
要
素
と
し
て
採
用
し
た
.場
合
で
あ
る
。
 

•
 

i

 

-

K
1
.
…

：
K
S
に
相
当
す
る
も
の
は
、
.V変
換
の
.効
率
を
.高
め
る
為
.に
投
入
さ
れ
る
人
間
労
働
以
外
の
全
て
の
要
素
を
含
む
。
そ
れ
ら
は
、
耕
転

、
 

脱

穀

.:運
搬
、
：1

と
い
っ
た
各
種
目
的
の
為
に
投
入
さ
t

動

力

、
：
：：
畜

力

，
I

 

乾

燥

、
 

貯
蔵
の
目
的
で
投
入
さ
れ
る
構
築
物
の
用
役
に
太
別
さ
れ
る
で
I

う

0
.
上
記
の
各
目
的
ご
へ
と
に
投
入
さ
れ

る
量

を
別
々
の
投
入
要

素

と

し

て

あ 

つ
う
の
が
望
ま
し
い
。

.た
と
え
ば
耕
転
目
的
に
投
入
さ
れ
る
動
力
一
，時
間
と
、
脱
穀
目
的
に
投
入
さ
れ
る
動
力
一
時
間
と
で
は
、
別
個
の
生
産 

技
術
の
フ
ロ
ゼ
X
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
ょ
う
な
分
離
を
可
能
に
す
る
資
料
は
、
特
殊
な
品
目
に
つ

い

て

行

な

わ

れ

て
 

い
る
生
産
費
調
査
裏
い
て
は
存
在
し
一
な
い
。‘
そ
れ
故
、
.ァ
デ
ィ
テ
ィ
ブ
：な
共
通
の
単
位
.で
、
.一
つ
の
綜
合
さ
れ
た
投
入
麗
と
し
て
扱
わ
ざ
る 

を
得
な
い
。
こ
の
計
測
.で
は
、
動
力
投
入
総
時
間
，

(

年
間)

、
畜
力
投
入
総
時
間
篇)

お
：ょ

び

農

薬

投

入

金

額

を

.そ
れ
ぞ
れ
投
入
謹
と
し
て
採 

用
す
る
。
構
築
物
に
つ

い

て
も
苗
床
、
温
床
、.乾
燥
場
、
倉
庫
等
の
分
離
を
さ
け
て
、
住
宅
部
分
：を
除
く
全
て
の
構
築
物
を
坪
単

位

で

計
測
し
た

。

変
換
^
る
べ
き
.

nutrients

は
；肥
料
ま
た
は
飼
料
の
形
で
投
入
さ
れ
'る
。
：.飼
料
の
投
入
は
':

こ

の

報

告

で

は
::
'

北

海

道

を除
く
農
区
に
つ
い
て

は
ネ
ク
.
リ
シ
フ
ル
ス
モ
丨
ル
で
あ
る
と
じ
て
無
視
さ
れ
て
い
^

肥
料
の
投
入
は
、.
農
薬
お
け
る
と

.同
：じ

理

由

で

年

間

総

投

入

金

額

で

測

ら

l
e 

て
い
る"

.

我
々
の
計
測
で
は
、\
5
式
に
み
る
よ
ぅ
に
土
地
¥)

：が
パ
ラ
メ
タ
ー
と
な
つ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
土
地
は
固
定
さ
れ
て
居
ら
ず
、
そ
の
増
減

.に
よ
つ
て
生
産
性
が
変
動
す
る
こ
と
が
前
提
さ
れ
て
'い
る
。
，
そ

れ

故

、

.
資
料
か
ら
宅
地
部
分
を
除
く
経
営
土
地
総
計
を
畝
単
位
で
採
用
し
た
。

.
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以
上
で
、
我
々
の
計
測
す
る
生
産
函
数
の
具
体
.的
な
形
ど
そ
.の
基
礎
資
料
が
決
定
し
た
。

:

我
々
の
生
産
函
数
は
，
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•
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Y
=
a°r
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^

H

7

H

^

N

er
N

7

K

^

K

I
ニ
：…

：…
…

…
…

…

：(5)

で
あ
る.。
' 

-

:
:

:

変
数
と
そ
の
基
礎
資
料
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

(

資
料
は
全
て
農
家
経
済
裯
查
報
告
、
昭
和
三
.ニ
ー

三

五

年

)
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農
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業
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Li
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.
男
子
自
家
農
業
労
働
投
入
時
間

(

単
位
、
人
時

\
戸
\

年
，
：農
業
雇
用
を
含
む

)

■

 

'
U
:女
子
自
家
農
業
労
働
投
入
時
間：(

単
位
、
人
時
\
戸
\
年
、
農
業
雇
用
を
含
む

)
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：
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畜
カ
投
入
時
間
ぺ
単
位
’
時
間
/
尸
/
年
ノ
自
家
所
有
借
入
合
計)

:
,
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•
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も
：
動
力
投
入
時
間
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単
位
、
時
間
\
戸
'\
年
、
'自
家
所
有
借
入
合
計)

'
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金
額
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単
位
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円
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戸
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単
位
、
円
\
戸
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、
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.建

物(

単
位
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坪\
戸
、
住
宅
き
分
を
除
く

)
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土
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位
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戸
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，宅

地

部
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除
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〔第 - 表〕

- ;:::....
: . : .へ::: .ぺ

-■ . . . /

1958 1959 1960 '

PAR. : t2 PAR. t2 •, PAR.

A 。 10,6835 11.2906 9.2534

： ,'V y 0. 0699 30.5417 0.8086 25. 2808 0.0930 16. 0152

- La -0.0346 10.0737 -0. 3653 3.8581 一 0.0532 4.. 5756
u
ル 今 0.2065 7.1298 — 0. 3986 25.0003 -0.4882 19.7164

• H 2 0.1657 2. 5170 0. 0400 0.0979 0.0309 0.0360

0. 0019 15.0146 0. 0015 10,0120 0. 0023 21:2529

n 2 0.0062 36. 2339 0.0052 11.3726 0. 0014 2.9925

1.2284 3. 9246 1.1360 1.8325 2.3462 4. 2637

k 2 1.4764 59.1295 1.9713 66.4591 2.1811 42.0137

R 0.9974； 0. 9960 ■...,:.... 0. 9941

V AR, O F  EST. 455.6549 748, 6980 ,1363. 7823；

RESID. SUM. 23238,400 ぺ…. .... 38183. 600
-；* . • \ 69552. 900

1

D.F. 51 51 ノ 51 >
N 60 60 60

〔第 : ^ 表〕

......'...:-

: _、. ...... ■
1957
..-.....

1958 1959 ’ 1960

PAR. ；. t2- PAR. t2 PAR. t2 PAR. t2

A 0 .1032 ニ. 2974 .5582 ノ 0287

U .2128 5.81** .2260 19.71** .2882 11.65** .3306 22.95**

l 2 1756 3. 81 -.0998 4. 3 1 ^ .0124 0. 01 へ 1448 2. 99

-.0448 2. 24 -.0366 5.88** -.0418 3.22 -.0503 7. 69**

• h 2 ,0944 4, 48** 5, 23杉 ，1587 18. 56** .0775 2.91

N, ,3004 16.37** .2468 36.75** .2509 18.31** ；：.1193 8.47**

n 2 .0397 1,04 • 0863 22. 62** ，1237 11.5 7 , .0633 5,21**

K r .1155 5. 52村 .1355 17.12** ,2257 13. 25** .1543 10； 46林

k 2 .3906 22. 82** • 3934 75,89** -.0043 0. 32 :. 4550 32.60**

R .9953 .9985 .9952
j

.9964

卿 ID. SUM. • 0697 ‘ 0225 ,0733 ■ ••- .0548

V A R .  O R  EST. .0013 ； . 0004 .0014 .0011

P  R A T I O 675,796 1204. 56 659.90 898.23

D. F; 51 51 51 51

N 60 60 60 60

SUM. O F  PAR. .9330 1.0011 - 1.0135 1.0049
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標
本
数
が
少 

な
く
す
農
家
階
'1
区

分

交

濃

区

：区

汾

に

：断

層

ガ

：あ

^
め
.で
採

册

し

て

：
：い
，
紅

は

。

'
へ

ン

^
^
^

.M
家

猫

済

屋

歷

《
は
、
；泚

聯

遒

ガ

.凍
北
、
：北
陸
、
.：山
陰
、；
.北
関
東
>
:
?
南
関
東
'
近

幾

、
，
瀨

戸

内

、

北

九

州

、
：南

海

の

ー

一

農

M

に
関
す
る
報 

:

告
で
.あ
.る
誇」

#
豕
®
 

そ
れ
故
、
こ
の
計

測

で

は

.、
；
北

海

道

を

除

ぐ

 
一
o
農

区

の

.六階

層

6 
ニ
ニ
町 

来

満

、
.
'
重 

町
：，：

一：：

幾

i

l

'
 一
 

‘ 

I

:一
 

I

町

、

二

，
〇

町
|

の
平
均
農
家
を
ー
ブ
.
ッ

：

ク
と
1
る

ハ

標

本

数

六̂
め
清
尸
ス
^
ク
^
ョ
シ
0
:標
本
集
団
ヒ
わ
い
戈
年
度
毎
に
：生
産
菌
数
曲
澉
の
あ
て
は
め
を
行
な
つ
た
。
一
こ
の
ょ
ぅ
な
サ

.

.

.

.

.
•

 

....

 

... 

-
■

■
 

•
 

.
 

•. 

-

一
ン
プ
ル
.の
^
务

：を
玉
_
の
：は
''-.
>
;冰
_
;
:康
際
：の」

芦
.

「

.戸
 ̂

存 

f

る
本
ら
ゆ
る
^
ロ
.：セ
：ス
め
組
み
合
わ
せ
を
含
む
曲
面
が
測
ら
れ
る
.

の
：.

で
.あ
：る

が

"
資

料

の

制

約

の

枠

内

で

霞

も

こ

れ

に

苞

ハ

方

法

は

こ

の

ょ

ぅ
九
方
法
で
あ
^
と

孝

稳

：か

ら

で

あ

る

。
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第

一

次
計
測
で
は
、
対
数
線
型
と
一
.次
線
型
の
ニ
.通
り
の
計
測
が
行
な
わ
れ
た
。'
そ
の
結
果
.

〔

第
一
表〕

に
示
す
一
次
線

型
の
あ
て
は
め
は
係 

数
の
標
準
誤
差
が
概
し
て
ナ
き
く
、
.昭
和
三
ニ
年
は
多
重
共
線
性
の
た
.め
に
：演

莫

が

途

中

.で

停

止

し

て

正

常

な

解

が

出

て

い.
な
い
。
 

対
数
線
型
9
計
測
結
果
は〔

第
ニ
表〕

に
示
す
如
く
で
あ
る
°
. 
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推
宠
さ
れ
た
係
数
を
そ
の
f

ハ
リ
ュ
.丨
で
有
意
性
を
.検
定
し
.
_つ
：
つ
：
、

そ

：
の

符

号

の

妥

当

性

を

み

よ

3̂
。
.
：：

 

C

こ
こ
に
独
立
変
数
と
V
て
採
用
さ
れ
た
8

■ 

• 

• 

. 

.

 
.

 

i. 

• 

. 

* 

'
-

種
類
の
変
数
系
列
は
す
べ
て
、
Y
に
対
し
て
正
め
係
数
を
持
つ
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
れ
だ
け
に
多
重
共
線
性
の
危
険
が
あ
る
が
、
も
レ
正
し
<
測
ら
れ
る
な
ら
ば
そ

- 

.

.

.

.

.

. 

-

.

- 

• 

. 

I*.' 

• 

•
て

1

.の
痛
数
符
号
は
正
で
あ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

)

.し
か

る

に

；ノ

女

子

労

働

投

入

時

間

.£:)

、.
畜
力
投
入
時
間
H,)

の
係
数
が
一
'.九
五
九
年
の
唯
一
の

.例
外
を
除
い
で
.有
意
：に
マ
.ィ
ナ

ス

：と
：な

っ

て

：い

る

。

:

.

,
'

:

.

.

. 

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

:三
四
年
の
“
の
係
数
は
例
外
的
に
正
.の
符
号
を
持
っ
：て
居
る
が
、
：
そ
：の
ゲ
の
値
が
〇
>
0'

:

 

.ン- 

;

• 

:

.•
: 

- 

.

 

.

. 

•

下
で
も
：そ
の
値
が
0'
で
.あ
る
と
い
う
帰
無
仮
説
を
棄
却
ず
る
こ
と
は
で
き
な
：い
で
：あ
ろ
う
。
同
様
の
.こ
と
は
’

-四
年
の
^
の
係
数(

負
の
符
号

. 

.

.

-
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; 

. 

,

•

•
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.

.

.

. 

.

.

. 

. 

. 

. 

• 

.

.

.

を
持
づ
て
い
る
。

)

に
つ
い
て
も
云
え
る
。：
そ
れ
故
、：
こ
れ
ら
：ニ
つ
：の
例
外
•は
'
問
題
と
し
て
と
り
上
げ
る
必
要
は
な
い
。
 

.

4
の
係
数
が
有
意
_に
：マ
ィ
ナ
.：ス
に
計
測
さ
れ
た
こ
と
は
、
我
々
.の
計
測
が
、
：
当
然
導
入
さ
る
べ
.き
他
^
プ
>
ク
タ
ー
を
見
落
し
て
い
る
か
、
独 

立
変
数
間
に
多
重
共
線
の
現
象
が
起
こ
っ
で
い
る
こ
と
を
示
し
.て
い
：る
と
思
'わ
れ
る
。''
:

こ
れ
：ら
'ニ
つ
の
：：疑

間

に

順

次

応

ぇ

る

よ

う

な

改

善

を

試

み

な
け
れ
ば
な
ら
な

.
い
;

V

.

"
 

:
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：
■
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■
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■
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.
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.

 

.
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.
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•

.

+
•
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■
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.

•

•
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.
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• 

'
第

二

次

計

測

-
(

地
域
差
指
数
の
導
入)

：
.

:

:

.

:
-

,
r

 

* .

.

 
.
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■
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V
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V

 

.

 

•

 

-
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.

.
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.
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.

.

.

.
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.

 

.

 

•

. 

• 

' 

.

.

.

.

.
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三

•
 

一
:.
'

⑷
式
に
S

て
気
象
条
件
I

、： 
土
壌
条
件
'

(
S)

が

生

書

い
。
こ
の
。
、
S
は
非
常
に
多
く
の
要
因(

水
利
、
降
雨
量
、
日
照
量
、：.土
地
の
傾
斜
、：

土
壤
の
性
質
等
--
つ
ず
つ
取
り
上
げ
て
い
た
の
で
は
：、
と
う
て
い
処

、
 

.
- 

I
-

 

. 

.

'

 

...

\

理
し
き
れ
な
い
要
因)

,.

を
含
ん
.で
い」

る
と
考
克
ち
れ
る
,0

む
1>
ろ
、
.そ
う
し
た
無
数
と
も
云
克
る
自
然
的
要
因
の
綜
合
指
標
を
考
え
る
方
が
、
実
際 

的
な
意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
：。
こ
れ
ら
の
線
合
指
標
が(

違
っ
た
値
を
と
：る
の
は
、、
我
々
，

Q

扱
っ
てい

：：

る
'10

地

域

、
：.六

階

罾

の

デ

ー

タ

ー

-
 

. 

.

.

.

 

.

•-

 
. 

•
•

■•
•
•
•
 

- 

パ
.

：
.
.
.
.
.
.
.
.
.
. 

.

.

.
 

.

で
は
、
地
域
が
違
う
こ
と
に
よ
っ：て
し

か

生
じ
得
な
い
.？
.

：

何
故
な
ら
、
標
本
の
一
プ

ロ
ッ

ト
は
特
定
地
区
の
特
定
階
層
の
平
均
農
家
だ
か
ら
で
あ

. 

-
-
- 

\ 

.

.

.
 

- 

.

.

.

.

.

.

.

る
。(

同
一
農
区
内
の
異
な
0 :

た
：階
層
の
農
家
が
異
種
の
自
然
条
件
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
は
殆
ん
ど
考
え
ら
れ
な
い
。

)

：

.

.

Q. Qz Q3 Q, 仏Q« Q7 Qs Q9
1. 北10 i 1 1 1 1 1 1 1
2. 北陛1 10 1 l 1 1 1 l 1
3. 山陰 1 i 10 1 1 1 1 l 1
4. 北閲朿 1 i 1. 10 1 1 1 l 1
5 .南関}It 1 1 1 1 10 1 1 1 1
6. ill 海 1 i 1 1 1 10 1 1 1
7. 近畿 1 i 1 1 1 1 10 1 1
8. 瀬戸内1 1 1 1 1 1 1 10 1
9. 北九州 1 i 1 1 1. 1 1 1 10

10. 南海1 i 1 1 i 1 1 1 1

i

1

1

1

.

1

1

1

1

1

10
I

I
そ
こ
で
、
'標
本
が
属
す
る
地
域
.を
抽
象
的
に
表
現
し
得
る
指
標
と
し
て

、
1
1
0 

.Q8.
-
1
.
.

1.1
.1.1
1
1

.

.-10

_1
.
1:

d
a
n
u
p
y

 

'の
考
え

.方
を
採
用
し
よ
う
。

.標
本
が
.
 
一
o
農
区
の
'ど
こ

^
所
属
す
る
か
を
.
 

K
u
l
u
.
1
^
1
 

1
.

1
1

10
1

1

1

l
l
o
v
a
riable'

で
示
す
た
一
め
に
、
次
の
よ
う
な
：
Q
-:
p
f

;
p
^
^
^
^
^

Q6
1

1

i

1

:

L

10
1

1

i

1

.
加
さ
れ
た
。
ら

〜

仏
は
農
区
に
よ
つ
.て
 

ー
0

ま
た
は
-*

の
い
ず
れ
か
の
値
を
び
^

そ 

莉

の

値

は

：

〔

第

三

き
に
：示
さ
れ
る

。

.

：

.

三

---

-

-

-

-

-

-

-

-
^

t

h

r

m

l

l
I

—

|

0

地
域
を
仏

〜

仏
の
九
箇
の
指
檩
で

.
表
現
し
得
る
こ

\
と
は
^
:
第
三
表

〕

に
よ
つ
.て

C
 

叫

I

:
 

ノ
. 

.

:

.

 

:
-
-
-
-I

I

明
ら
か
な
.
よ
う
に
、
第
一
〇
農
区

.(

南
海

)

.

を
基
準
農
区
と
奪
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

O
.
H
I
U
l
o
.
I
M
.
H
I
H 

I

J

!

'

1

■こ
の
九
筒
の
‘変
数
を
第r

次
計
測
の
ダ
グ
ラ
ス

タ

ィ

プ.
の
計
測
に
追
加
し
た
の
が
、

北

陛

陰

.

3|
*

:.
3|
«

海

m

内
\

州

海

.

^

第
四
表

〕

の
結
果
で
あ
る
。

〔

第
四
表

〕

に
み
る
よ
う
'
に
、へ
三
ー
.
ー
年
、
三
五
年
に
つ
い 

]l
r

北

山

琴

-

束

近

W

北

.南

て

は

女

子

労

働

投

入

時

間

£:)

の
係
数
は
有
意

.
に
プ
ラ
ネ
に
測
ら
れ
て
い
る
。
三
三
、
 

_

I

I

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

I
_
_

^

1

1

1̂.
'7

:3.

9

 

~

;1
0

三
四
年
の
そ
れ
は

>

 

の
値
か
ら
み
て
有
意
と
は
云
え
な
い

。

...

.

依
然
と
：し
て
畜
力
投
入
時
間
の
係
数
が
マ
ィ
ナ
ス
に
侧
ら
れ
て
い
.る
。ヾ

そ
.の
他
の
係
数
.は
プ
ラ
ス
で
有
意
に
測
ら
れ
た
か
ま
た
は
6
の
値
か
ら 

み
て
有
意
で
な
い
マ
ィ
ナ
ス
の
値
を
持
つ
も
の
で
ー
あ
る
。
.
..
:
.ノ
-

.

/ 

:

.

:

三
ニ
、
三
五
年
に
つ
い
て
は
、
我
々
の
'所
期
の
.
m的
は
達
成
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
男

.
女
別
の
労
働
投
入
を
要
素
>
し
て
含
む
生
産
函
数
が 

抑
ら
れ
た
。

‘
 

: 

f

労
働
投
入
筒
の
生
靡
性
値
は
約
？

一
七
、；
女

.

そ
の
他
、
土
地
の
係
数
が
約
0.

七
、，
.
農
薬
投
入
の
係
数
が
約
0.

0
九
_の
近
く
に
安
宏
的
に
計
ら
れ
た
こ
と
、
お
ょ
.び
、
係
数
の
総
和
が
四 

年

を

通

じ

て

一

，を

わ

ず

か

ば

か
り
上
ま
わ
っ
た
値
に
測
ら
れ
て
い

る

こ
と
に
.注
意.
さ
れ
た
い
。
従
来
先
験
的
に
云
わ
れ
、
ま
た
多
く
の
計
測
例
で 

我
が
国
農
業
に
お
け
る
生
産
函
数
の
計
測 

五
，' 

(

三
ニ
.
.一

)



我
が
国
農
業
に
お
：ホ
る
生
産
函
数

.の

計

測

：
 

.

-
 

S
H 

§

〔第 四 表 〕

V  1957 1958 1959 •. ..ノ
.1 9 6 0

PAR. t2 ^ PAR. t 2 PAR. t2 PAR. t2
Au .5110 .3032 .1910 - .2 8 5 7
L, f 1764 5.36** .2682 27. 84*， .3107 49. 68*+ .3050 39.19 件
La .1606 3.22 .0561 .87 -.0 7 4 6 1.11 .1086 2, 69
H, — .0721 4.89** 0587 6. 55** - .0 7 4 9 23.18** -•1 0 6 6 30.26**
h 2 .0245 0. 22 -.0120 .15 -.0 4 2 4 1.84 :0463 .95
N» .1175 0. 79 • 0433 .38 - .1 1 5 9 3.68 - .0 0 3 2 .01
n 2 .0740 2.55 .0740 8. 22** .1395 21.04** .0914 9- 37**
K, .0264 0. 34 .0816 2.64 ' .0497 1.07 .0164 ,18
k 2 .5515 16.39**

••

• 6320 51.50** • 8448 137. 36** .6207 83. 45**
Q, .0793 8. 71 .0362 5.43 0000 137. 22 - .0 1 3 5 .52
q 2 .0659 3.33 .0605 6. 60 .0312 4.05 - .0 5 2 6 3.06
Q3 .0804 12.85 .0356 4.07 .0571 15.13 .0435 5. 24
Qi ；0724 10.15 .0344 2.98 .0386 5,72 - .0 1 0 1 .24
q 5 .0739 6.57 .0468 4.29 .0815 16.83 ,0199 .70
Qe .1051 18. 36 .0822 15.88 .0643 13.67 ,0442 4. 64
q 7 •1654 33. 69 .1171 22.24 .1242 36.10 •1076 32. 72
q 8 .0860 15.14 '：.0679 12.49 .0891 31.98 .0311 2. 96

. Q9 .: .0372 3. 62 .0417 11.39 • 0552 23-14 .0025 .03
'....R ' ；.9982 .9993 .9992 .9989

BESID, SUM. .0263 .0111 • 0126 .0174
VAR. OP EST. .0006 : .0003 .0003 .0004
F  RATIO 699.05 1718.2 1504,9 1100. 3
D. F. 42 42 42 42
N
SUM. OP PAH.

60
• >

1.0588
60

1.0845

i ■ 60
L0369

• . •
60

1.0786
マ'
'見
ら
れ
た
？
農
業
坐
産
の
，一
次
同
次 

'性
が
.こ
の
よ
う
な
.タ
ィ
。フ
ひ
.生
産
函 

数
で
も
見
ら
れ
た
：こ
と
に
な
る
。

V
.
四
:•
三
地
域
差
指
数
の
し

.
吟
床
.
、

へ
‘
:'
,第
一
1
咚
計
測
セ
導
入
さ
れ
た 

d

i

m

y

p

〜

P

は
、
自
然
条
件
の 

.

.
地

域

差

の

綜

合

指

数

と

し

て

の

意

味 

を
持
つ
は
ず
で
あ
っ
た
。
は
た
し 

て
、
実
際
に
.そ
の
よ
う
な
役
割
を
果 

た
し
て
い
る
か
否
か
を
吟
味
す
る
た 

.
め
に
、
Qi〜

d

の
係
数
を
主
成
分
分 

析

法

(principal 

Component 

Ana- 

lysis)..

..に
_よ
，
っ
，
て

分

解

し

て
み

'

よ
う
。

•
 
<
?〜

仏
の
係
数
を
年
度
毎
に
地
域
別 

に
み
.る
と
、
計
測
さ
れ
た
四
年
度
に 

つ
い
て〔

第
十
二
図〕

に
み
る
よ
う



分
析
は
未
だ
不
宠
分
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
の
ょ
う
に
地
域
指
数
a〜

d

が
自
然
的
条
件
の
一
つ
の
指
標
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は 

明
ら
か
で
あ
る
。.

-
- 

圓•

. 

'

. 

.

. 

:

.

.

.

. 

.

.

.

.

.
 

.

'

四

-
四

残

さ

れ

た

問

題■

.

.
: 

.

.

.

 

- 

-

.

.

.

 

-

測
ら
れ
た
生
産
函
数
は
家
計
主
体
の
嘴
働
供
給
の
図
式
の
部
分
品
と
し
て
、，

一
応
の
役
割
を
果

た

す

で

あ

ろ

う

。

し
か
し
、

で
き
得
れ
ば
、
亜 

別
.に
加
え
て
年
齢
別
の
，労
働
投
入
を
独
立
'の
，要
素
と
し
て
持
つ
函
数
の
.計
測
が
.望
ま
れ
る
。

〔

第
四
表〕

.
に
み
る
ょ
う
に
、

ボ
だ
有
意
に
.マ
ィ
ナ
ズ
の
値
を
と
っ
た
り
、

ブ
ラ
ス
で
も
有
意
で
な
い
係
数
が
含
ま
れ
て
い
る
。
多
重
共
線
性 

の
チ
ェ
ッ
ク
を
含
め
て
、
変
数
選
択
め
試
行
錯
誤
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

Q1〜

仏
の
主
成
分
分
析
で
出
て
来
た
^

F2
等
の
波
は
、
：未
だ
現
実
の
何
等
か
の
.変
数

系

列

と

対

応

づ

け

ら

.れ
て

い

な

い

。
、
そ

れ

故

、

地

域

指

標
の
性
質
は
完
全
に
明
ら
か
に
な
っ
た
と
は
云
え
な
い
。
今
後
、<^

〜

A
の
主
成
分
；̂
析
を
通
じ
て
、
こ
の
指
数
の
持
つ
性
質
が
明
ら
か
に
さ
れ 

る
必
要
が
あ
る
で
あ
.ろ
う
。

.

.

.

. 

:

■

-

 

, 

- 

■ 

:

:■
..

こ
の
研
究
は
辻
村
江
太
郎
、
尾
崎
巌
、
小
尾
恵 
一
0
.
西
川
俊

作

、
：
岩

田

晓

：

一
の
諸
氏
の
御

指

導

の

下

に行
な

わ

れ

た

。

ま
た
、

実

際

の

計

算
作
業
に
対
し
て
は
三
田
電
子
計
算
室
の
杳
掛
晚
助
手
を
始
办
、
高
橋
、.
皆
川

，
小
林
I

姉
の
御
協
力
を
頂
い
た
。
’こ
れ
ら
の
方
々
に
感
謝
す 

る
次
第
.で
あ
る
。

- 

- 

. 

.. 

•

-
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a
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Karl A, Fox, "The 
1

7 of interactions 
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a
f
u
l
f

 

and 

the 

nonfarm 

economy: 

I
, regional 
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1
1
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KarlA, 

I
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I
 

f

 

1
0
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1

1

1

1
 

w
o
o
l
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o

l

l

r

ed. by T. B
ap
,
.
M
a
c
l
n
m
a
n
, 1963. 

- 

w
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l
o
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我が国農業におげる生産函数の計測バ

'
: 

五
，」

' (

三

ニ

五)

〔第十六図〕 〔第十四図〕

水 稲 被 害 率 •

%  W

30
20 -

A
^  /  \  20

10

五

四(

三
ニ
四)

.

.
«

1

な
波
形
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
を
主
成
分
に
分
解
し
た
結
果
は
、

〔

第
十
三
図〕

に
示
す
よ
う
に
な 

H

I
 

.
る
：
寸
な
わ
ち
第
一
.主
成
分
か
ら
第
四
主
成
分
ま
で
の
四
つ
の
互
い
に
直
交
す
る(

無
相
関
な)

^
に 

よ

.っ
て
説
明
さ
れ
免
。
こ
れ
ら
四
.つ
の

波

は

そ

れ

ぞ

れ

、

何

等

か

.
の

自

然

条

件

と

対

応

す

る
で
あ
ろ
う 

か
。
.現
在
、
扒
、
F2
に
つ
い
て
は
、
こ
'の
ま
.ま
で

は

、#:
定

の

現

実

の

系

列

と

の

関

係

は

見

出

さ

れ

て

い
な 

■

い
。
し
か
^
な
が
ら
第
三
主
成
分
.(F

3
)
：

は

〔

第
十
四
図〕

の
土
壌
の
沖
積
土
含
有
量
の
比
率
と
*よ
く
以
た 

.

.60

.

.波
で
あ
る
こ
■と
が
わ
か
.る
。
：

-
S

ま
た
、
；

d
〜
d
Q

係
数
を
各
地
域
毎
に
年
度
の
推
移
と
共
に
動
く
波
と
し
て
み
て
、
.こ
れ
を
主
成
分
に
分 

•
57
5

解
す
る
と〔

第
十
五
図〕

に
み
る
よ
う
な
二
つ
の
，成
分
に
分
解
さ
れ
る
。
第
一
主
成
分
は
、
こ
の
ま
ま
で 

I
1

は
犋
定
の
現
実
の
系
列
と
の
対
応
が
見
出
さ
れ
て
居
：な
い
が
、
第
二
.主
成
分
は〔

第
十
六
図〕

に
示
さ
，て 

1

る
水
稲
被
害
率
と
強
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れ
る
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右
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0̂
一
農
区
の
ぅ
ち
北
海
道
は
他
の
一
一
〇
i

i

地
面
積
、
.耕
作
品
目
等
か
ら
.み
て
全
く
異
質
な
も
の
で
ぁ
る
の
で
、
我
々
の 

、：げ
 

S
ニ
年
と
三
ニ
年
の
間
で
檩
本
の
層
化
と
調
査
設
計
に
大
き
な
断
層
を
持
つ
て
い
る
。

I t
自
由
度
六
〇
、'有
意
水
準
九
I

の
ふ
値
は
約
ニ 

•〇
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
表
の
ゲ
の
繁
四
•
〇
ょ
り
犬
な
I

、
五
％
尺
準
で
有
|

あ
と 
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大
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ゾ
五
厂
準
て
裏
て
あ
る

iogslo 
け
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で
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る
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か
ら
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そ
の
ょ
ぅ
に
し
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進
取
的
農
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;岡
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田
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0
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夷

本
稿
は
先
に
発
表
し
た
'「

ァ
メ
リ
ヵ
中
西
部
に
お
け
る
商
業
的
農
業
の
展 

開」

：(n

一
一
田
学
会
雑
誌

」

五
六
巻
 
一
o
号)

，の
い
わ
ば
続
篇
を
な
す
も
の
で
あ 

る
。
前
稿
で
は
、
商
業
的
農
業
の
展
開
を
合
理
的
農
業
：の
発
展
と
い
う
.面
に
お 

い
て
と
ら
ぇ
：、
そ
れ
を
推
進

L
た
進
取
的
農
民
の
存
在
を
：，

「

特
許
局
長
報
告
書」 

に
よ
っ
て

述
べ
た
。
し
か
し
、
い
か
な
る
経
済
的
背
景
の
下
に
進
取
的
襄
民
が 

現
わ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
と
こ
で
は
、
ゥ 

ィ
ス
.コ
ン
シ
ン
の
一
郡

泛
<1
>日pealeau C
o
u
n
t
y

に
つ
い

て

の
力
ー

テ
ィ

I

教 

授
のi

か
に
よ
っ
て
、

一
人
の
進
取
的
農
'^
を
と
り
あ
げ
、
.農
村
構
造
と
関
連 

さ
せ
て
考
察
を
伽
え
る
こ
と
に
し
：よ
う
'0
:
:

’

さ
て
、'-
前
稿
で
は
商
業
的
農
業
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
特M

検
討
し
.な
か
っ 

た
，の
で
、
最

初

に

I

取
そ
の
点
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
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ァ

メ

リ

ヵ

中
西
部
に
お 

.け
る
庇
業
的
農
業
の
展
開
と
い
う
場
<ロ
、
そ
れ
は
 
一r

つ
の
商
を
%-
っ.て
い
る
。
 

第
一
：
は
中
西
部
農
業
.の
内
部
か
ら
商
品
経
済
の
発
達
.が
は
じ
ま
.っ
て
ゆ
く
と
：い 

う
而
，であ
り
、
第
一
一
は
中
西
部
農
業
が
、
.
そ
の
外
部
に

お
け
る
®
品
i

の
-発

'

ウ
イ
ス
：.コ
ン
シ.ン
の
：一
進
取
的
農
民

達
に
ま
き
'こ
ま
れ
て
ゆ
く
_と
い
う
面
で
あ
る
。
後
者
は
中
西
部
の
農
村
が
東
窗 

産
業
資
本
の
市
場
と
し
て
、
と
ら
え
ら
れ
て
ゆ
く
過
程
に
重
な
る
と
い
っ
て
よ 

い
で
あ
ろ
う
。

、

.中
西
部
の
い
ず
れ
の
州
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
開
拓
が
は 

じ
ま
っ
て
■ま
も
な
-い
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期
に
.、.：：.
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ホへ！
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付
け
、
得
る
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よ
う
.な
讓
論
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生
じ
てl

i

vこ
れ
は
，、
そ
の
州
の
農
産
物
に
対
す
る
市
場
を 

.同
じ
州
内
に
つ
く
ろ
う
と
す
る
議
論
で
あ
っ
て
、
そ
の
ぶ
め
に
移
住
者
の
誘
致 

と
工
業
の
•発
達
を
は
.か
る
も
.の
で
'あ
る
。.州
..の
内
荀
に
'*
>、
て

.
Vわ
は
自
給 

自
足
を
達
成
し
よ
う
.と
す
る
こ
の
希
望
は
、
交
通
機
関
の
未
発
達
と
も
結
び
つ 

い
て
お
り
、
結
局
の
.と
こ
ろ
実
現
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
か
か
る
議
論
が
生 

じ
た
こ
：と

放
、
中
西
部
の
農
民
が
、

」

，外
部
か
ら
商
.品
経
済
.に
ま
き
こ
ま
れ
て
ゆ 

く
こ
.と
に
.対
抗
し
て
、
自
ら
商
品
経
済
を
展
開
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
志
向
を
持 

っ
て
い
た
こ
と
の
表
現
と
考
え
ら
れ
る
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0
農
業
協
会
の
設
立
も
、
あ
る
程
度
こ 

う
し
た
志
向
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
設
立
目
的
と
し

て

パ
.農
業
の
み
な
ら
ず
エ 

業Q

発
達
が
か
か
げ
ら
れ
て
.い
.る
場
合
が
多
い
.の
は
、
.，
そ
の
つ
な
が
り
を
示
し 

て
い
る
。：：.そ
1
<て
、
農
業
協
会
の
.設
立
に
つ
く
し
，、
そ
れ
を
さ
さ
え
た
進
取
的
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